
南海トラフ巨大地震
に備える（1）
巨大地震の被害予測

南海トラフ巨大地震をはじめとした自然災害への備え

参考資料:主要活断層帯の概略位置図　地震調査研究推進本部事務局HP（文部科学省研究開発局地震・防災研究課）

番号 断層の名称

北伊豆断層帯
信濃川断層帯（長野盆地西縁断層帯）
糸魚川－静岡構造線活断層系
富士川河口断層帯
木曽山脈西縁断層帯
境峠・神谷断層帯
跡津川断層帯
高山・大原断層帯
牛首断層帯
庄川断層帯
伊那谷断層帯
阿寺断層帯
屏風山・恵那山断層帯及び猿投山断層帯
邑知潟（おうちがた）断層帯
砺波平野（となみへいや）断層帯・呉羽山（くれはやま）断層帯
森本・富樫（とがし）断層帯
福井平野東縁断層帯
長良川上流断層帯
濃尾断層帯
柳ヶ瀬・関ヶ原断層帯
野坂・集福寺断層帯
湖北山地断層帯
琵琶湖西岸断層帯
岐阜－一宮断層帯
養老－桑名－四日市断層帯
鈴鹿東縁断層帯
鈴鹿西縁断層帯
頓宮断層
布引山地東縁断層帯
木津川断層帯
三方・花折断層帯
伊勢湾断層帯
高田平野断層帯
曽根丘陵断層帯
魚津断層帯
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東海地震の震源域
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1498年 明応        　 M8.4

1854年 安政東海     M8.4

1944年 東南海  M7.9

1854年 安政南海    M8.4

1946年 南海 　     M8.0

1605年 慶長 　　　　　　　　　　　　　　                  M7.9

1707年 宝永　　　　　　　　　　　 　　　                  M8.6
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東海
Ａ〜Eは南海トラフ巨大地震
Ｃ〜Ｄは東南海地震
Eは東海地震

震源域

中部地方とその周辺に活断層が集中 地震の周期

大規模地震発生からの流れ

初　動発　災 復　旧 復　興

・人命救助
・道路啓開
・地域支援

・応急復旧
・本格復旧

・がれき処理
・復興事業

道路啓開 （どうろ・けいかい）とは...
○災害時における救援・救護の要として、ガレキで塞がれた道を切り開き、
　緊急車両の通行を確保することをいいます。 東日本大震災（2011年3月11日）

強震波形４ケースと経験的手法の震度と最大値の分布

震度の最大値の分布図
○死者数：約１７５千人

○全壊棟数：約９５７千棟

これからの
取り組み




